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ま ち の わ だ い
陸上自衛隊徒歩行進訓練

ペットボトル水（災害用備蓄水）
の名称が決まりました！

陸上自衛隊第37普通科連隊第4中隊による徒歩行進訓

練が5月24日（金）、有田川町内で実施されました。

この第37普通科連隊第4中隊とは、大災害が発生した

時、真っ先に有田郡市に出動する部隊です。

災害発生時、迅速に救助・救援活動を行うには、日頃の

訓練がかかせません。強い日差しが照りつける中、隊員は、

新人からベテランまで、土地勘を養いつつ、災害を想定し

ながら真剣な面持ちで訓練に挑みました。

ペットボトル水（災害

用備蓄水）の名称募集を

実施し、673 点の応募作

品の中から 28 点を選出

し、皆さんの投票により

最多得票数で選ばれた石

垣小学校の木地　美紗樹

さん（５年生）の作品に

決定しました。

名称募集に応募、また

投票に参加していただい

た皆さん、ご協力ありが

とうございました

命
名 

木き

地じ 

美み

紗さ

樹き 

さ
ん

2



ま ち の わ だ い

平成 25 年 春の叙勲
和歌山県庁において、平成25年度春の叙勲及び褒章伝達式が行われました。

100歳おめでとう
ございます
平野　ゑいさん［中原］
大正 2年 5月 20日生

6 月 9日（日）　海南市下津町の海岸および和
歌山県立自然博物館で「海の生物観察教室」を
実施しました。
博物館の先生にもご同行いただいており、子

ども達は生き物の名前や特徴など積極的に質問
していました。
中には珍しい生

物を捕まえ、先生
を驚かせた子ども
もいました。

6 月 8 日（土）きび体育
館にて、「エンジョイ　ク
イズ＆レク」を実施しまし
た。
9 競技をも行う長期戦
で、見事接戦を制したのは
ピンクチームでした。
子ども達はこのイベント
の名のとおり“エンジョイ”
しており、会場が笑顔で溢
れていました。

エンジョイ クイズ＆レク 海の生物観察教室

ご受賞おめでとうございます。

瑞宝単光章（消防）

栗生　滋さん

旭日双光賞（援護功労）

佐曾　葊さん
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ま ち の わ だ い

走る広告塔！

有限会社日髙物流様（髙垣昌幸代表取締役）
が、同社所有の大型貨物車に、有田川町の観光
名所や特産品などを大きくペイントしてくれま
した。
まさに、走る広告塔！　東は東北、西は九州

まで、全国各地に大切な荷物を届けながら、有
田川町を PRしてくださいます。日髙物流様、
ありがとうございます！

第 17回健康福祉まつりが 5月 19日（日）に
有田川町きび保健福祉センターで開催されまし
た。交通安全コーナーでは有田川町交通安全母
の会（山﨑貞子会長）が、かわいいイラスト
やDVDで交通ルールについて説明をしました。
交通安全母の会は「交通安全は家庭から」を合
い言葉に交通事故のない安全で快適な町をつく
るための活動をしています。

健康福祉まつりで
交通安全啓発

有田みかんナイター
阪神甲子園球場で開催されている地方自治体等のファンサービス
デーに有田地方1市 3町が参入し、5月 28日（火）に有田みかんや
有田地方をPRしました。入場ゲートでは有田川町章や有田みかんが
描かれたのぼりを掲げ、みかん娘を中心に有田みかん、そしてぶどう
山椒のPRグッズを配布し、阪神・楽天両球団へは有田みかんを贈呈
しました。始球式では有田川町長が有田川町の文字を背負った黄色い
ハッピ姿で剛速球を投げ、有田を猛アピール！球場内オーロラビジョ
ンにもみかんナイターデーの様子が映し出され、まさに有田一色の中
での試合観戦となりました。
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ま ち の わ だ い

オリジナルフレーム切手

「第 19 回 全国棚田
（千枚田）サミット」

6 月 10 日（月）

に有田川町役場吉

備庁舎町長室で湯

浅栖原郵便局長橋

本雅己氏よりオリジナルフレーム切手「第19回全国（千

枚田）サミット」を贈呈していただきました。

11月 8日（金）～ 9日（土）に開催される棚田サミッ

トを記念したフレーム切手で、四季折々の棚田が楽し

めます。町内の郵便局などで 1シート 1,200 円で発売

中です。

消防隊訓練実施

第 7回有田川町吉原あじさいまつりが 6月 9
日（日）に有田川町吉原若者広場（石垣尾神社下）
で開催されました。天候にも恵まれて、あじさ
い 1,800 株（8万本）を見ようとたくさんの人
が訪れました。イベント盛りだくさんで会場は
大賑わいでした。

清水消防署では（旧）宿泊施設「しみず温泉
あさぎり」の解体工事に伴い、去る 5月 29 日
（水）に消防隊訓練を実施しました。
実活動に近い訓練ができ屋内進入、人命検索

救出、2階からの放水など、隊員にとっては有
意義な活動となりました。

第７回 吉原あじさいまつり

あらぎ島

あらぎ島 あらぎ島

沼の棚田 あらぎ島

あらぎ島 あらぎ島

あらぎ島

あらぎ島

あらぎ島

贈呈式
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税
務
課
か
ら
の

 
お
知
ら
せ

吉
備
庁
舎　

税
務
課

５
２︲
２
1
1
1

☎

8
月
1
日（
木
）か
ら

有
田
川
町
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す

有
田
川
町
で
交
付
し
て
い
る
原
動
機
付

自
転
車
（
50㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。

○
交
付
手
続
き

＊
新
規
登
録
の
際
に
、
従
来
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
か
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

か
、
い
ず
れ
か
選
択
で
き
ま
す
。（
必
要

書
類
な
ど
は
従
来
ど
お
り
）

＊
希
望
者
は
、
今
使
用
し
て
い
る
車
台

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
へ
の
交
換
も
可
能
で

す
。

（
必
要
書
類
：
現
在
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
、
認
印
、
車
台
番
号
の
石
刷
り
）

○
受
付
時
間

平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
希
望
番
号
の
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
初
日
（
8
月
1
日
）
の
み
午
前
8
時
よ

り
各
庁
舎
玄
関
付
近
に
て
整
理
券
を
配

布
し
ま
す
。

※
整
理
券
は
1
人
1
枚
で
お
願
い
し
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
税
第
1
期
の
納
付

国
民
健
康
保
険
税
第
1
期
の
納
期
限
は
、

7
月
31
日（
水
）
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
日
数
に
応

じ
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
金
融
機
関
等
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
で
き
る
町
税

一
度
お
申
込
み
い
た
だ
く
だ
け
で
、
継
続

し
て
預
貯
金
か
ら
引
き
落
と
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

＊
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
）

○
申
込
手
続
（
新
規
・
変
更
）

■
金
融
機
関
窓
口
で
の
お
申
し
込
み

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
預
貯
金
口
座
届

出
印
を
押
印
の
う
え
、
金
融
機
関
窓
口
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
は
、
町
内
の
金
融
機
関
窓
口
や
役
場

各
庁
舎
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
取
扱
金
融
機
関

○
紀
陽
銀
行
○
あ
り
だ
農
業
協
同
組
合

○
き
の
く
に
信
用
金
庫
○
近
畿
労
働
金
庫

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

便
利
！
確
実
！
安
心
！

町
税
の
口
座
振
替
の
ご
案
内

町
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
（
自
動
払
込
）
制
度
を
お
ス
ス
メ

し
ま
す
。

わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
等
へ
お
出
か
け
い

た
だ
か
な
く
て
も
、
自
動
的
に
あ
な
た
の

預
貯
金
か
ら
納
税
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納

期
限
を
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

忙
し
く
て
支
払
い
に
行
け
な
い
、
不
在

が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
方
に
は
特

に
便
利
で
す
。
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田んぼに植えられた稲が夏を目前に力強さを増し、

梅雨空を押し上げるかのような勢いで緑のじゅうたん

がより一層拡がりを見せてくれています。日本の農村

風景の原点は、やはり水田のある風景だと感じます。

「いよいよサミット参加者募集開始」
棚田サミットの開催が 4 ヶ月後に迫る中、いよいよ

今月中旬よりサミット参加者の募集が始まります。

参加を希望される方は、下記サミット事務局もしく

は、町 HP より申込用紙を印刷・必要事項をご記入の上、サミット事務局までお申し込み下さい。

（当日の飛び入り参加は出来ませんので、ご注意下さい。）

「分科会の内容をご紹介」
サミット初日（11 月 8 日）には、基調講演、事例発表の後、次の 4 つの分科会に分かれ、それぞれの

テ－マに沿った討議が行われます。1．「棚田と文化的景観保全のあり方、取り組み」2．「梯田（ていでん）

（棚田・段々畑：条件不利地域における土地利用）の意義と保全」3．「棚田保全活動を契機とする地域活性化・

地域づくり」4．「学生ボランティアと地域による棚田保全への取り組み」となっております。　詳しくは、

町 HP へ 7 月中旬掲載のサミットパンフレットをご覧頂くか、サミット事務局までお問い合わせ下さい。

第19回
全国棚田（千枚田）サミット

11/8 金 → 9 土

【問い合わせ先】
全国棚田（千枚田）サミット有田川町実行委員会事務局
有田川町役場 清水行政局 産業振興室 産業班
℡（0737）52-2111（代）
有田振興局 地域振興部 農地課 指導 G
℡（0737）64-1265

三田地区蔵王権現からあらぎ島を望む

サミット通信【Vol.6】

（過去のサミットで開催された分科会）
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健康みちしるべ

誰
で
も
な
る
熱
中
症
！

～ 

思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

～

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
︲
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

蒸
し
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
？

今
回
は
熱
中
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
熱
中
症
は
、
誰
で
も
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
予
防
法
を
知
れ
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
熱
中
症
は
、
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

暑
い
環
境
の
も
と
で
、
体
内
の
水
分
や
塩

分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
内
の
調
整

機
能
が
破
綻
す
る
な
ど
し
て
発
症
し
ま
す
。

熱
中
症
の
発
生
は
、
梅
雨
の
合
間
に
突

然
気
温
が
上
昇
し
た
日
や
梅
雨
明
け
の
蒸

し
暑
い
日
な
ど
、
身
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い

な
い
時
に
起
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
室
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
も

そ
し
て
夜
間
に
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
？

・
め
ま
い
・
失
神
（「
立
ち
く
ら
み
」
と

い
う
状
態
で
、
脳
へ
の
血
流
が
不
十
分

に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
、“
熱
失
神
”

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

・
筋
肉
の
硬
直
（
筋
肉
の
「
こ
む
ら
返
り
」

の
こ
と
で
、
そ
の
部
分
の
痛
み
を
伴
い
ま

す
。
発
汗
に
伴
う
塩
分
の
欠
乏
に
よ
り

●
ど
の
よ
う
な
ひ
と
が
な
り
や
す
の
？

脱
水
状
態
の
人
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、

普
段
か
ら
運
動
し
な
い
人
、
体
調
の
悪
い

人
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
高
齢
者
〉

・
体
内
の
水
分
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

・
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て

い
ま
す
。

・
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能
が
低
下

し
ま
す
。

〈
子
ど
も
〉

・
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能
が
未
熟

で
す

・
晴
れ
た
日
に
は
、
地
面
に
近
い
ほ
ど
気

温
が
高
く
な
る
た
め
、
子
ど
も
は
大
人

以
上
に
体
温
が
高
く
な
り
や
す
く
な
り

ま
す

●
予
防
す
る
に
は
・
・
・
！

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
汗
を
か
い
た
時
は
、
塩
分
補
給
も

必
要
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
も
効

果
的
で
す
。

・
涼
し
い
服
装
を
心
が
け
た
り
、
日
傘
・

帽
子
な
ど
を
使
い
ま
し
ょ
う

・
部
屋
の
見
や
す
い
場
所
に
温
度
計
を
置

き
、
暑
さ
を
感
じ
な
く
て
も
、
温
度
が

上
が
っ
た
ら
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
な

ど
、
常
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
が
苦
手
な
人
は
、

温
度
設
定
に
気
を
付
け
た
り
、
風
向
き

を
調
節
す
る
な
ど
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
暑
い
日
は
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

・
シ
ャ
ワ
ー
や
濡
れ
タ
オ
ル
で
体
を
冷
や

す
の
も
効
果
的
で
す
。

●
熱
中
症
を
疑
っ
た
と
き
は
・
・
・
!!

・
涼
し
い
環
境
へ
避
難
す
る

風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、
で
き
れ
ば

ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て
い
る
室
内
な
ど
に
避

難
さ
せ
ま
し
ょ
う

・
脱
衣
と
冷
却

衣
服
を
ゆ
る
め
る
と
、
体
か
ら
熱
の
放

散
を
助
け
ま
す
。

体
温
の
冷
却
は
で
き
る
だ
け
早
く
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
吐
き
気
が
あ
る
、
意
識
が
な
い
、
呼
び

か
け
に
対
し
返
事
が
お
か
し
い
な
ど
が

み
ら
れ
た
ら
、
救
急
車
を
要
請
し
ま

し
ょ
う

生
じ
ま
す
。
こ
れ
を“
熱（
ね
つ
）痙
攣（
け

い
れ
ん
）”
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

・
大
量
の
発
汗

・
頭
痛
・
気
分
の
不
快
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・

倦
怠
感
・
虚
脱
感
（
体
が
ぐ
っ
た
り
す

る
、
力
が
入
ら
な
い
な
ど
が
あ
り
、
従

来
か
ら
“
熱
疲
労
”
と
言
わ
れ
た
状
態

で
す
。）

・
意
識
障
害
・
痙
攣
（
け
い
れ
ん
）・
手

足
の
運
動
障
害
（
呼
び
か
け
や
刺
激
へ

の
反
応
は
お
か
し
い
、
体
に
ガ
ク
ガ
ク

と
ひ
き
つ
け
が
あ
る
、
ま
っ
す
ぐ
走
れ

な
い
・
歩
け
な
い
）

・
高
体
温
（
体
に
触
る
と
熱
い
と
い
う
感

触
で
す
。
従
来
か
ら
“
熱
射
病
”
や
重

度
の
日
射
病
と
い
わ
れ
た
も
の
で
す
。）

体内の水分量

小児
75％

成人
60％

高齢者
50％

8



◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況	 ※累計は 4 ～ 5 月

区　　分 国民健康保険

加入者数 9,645  人

5 月支払額 3 億 3,763 万  円

累　　計 6 億 2,276 万  円

1 人当たりの医療費（5 月） 35,006  円

24 年度 1 人当たりの医療費（月） 31,314  円

24 年度 1 人当たりの医療費（年） 375,758  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 3 日（水）／清水保健センター
7 月 4 日（木）／金屋文化保健センター
7 月 11 日（木）／金屋文化保健センター
7 月 18 日（木）／金屋文化保健センター
7 月 25 日（木）／金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 か月児健診［平成 25 年 3 月生まれ］
7 月 23 日（火）13:00 ～

10 か月児健診
［平成 24 年 8 月生まれ］7 月 2 日（火）13:00 ～
［平成 24 年 9 月生まれ］8 月 6 日（火）13:00 ～

1 歳 6 か月児健診
［平成 23 年 11 月生まれ］
7 月 17 日（水）12:45 ～

2 歳児健診
［平成 23 年 4 月生まれ］
7 月 24 日（水）12:45 ～

3 歳 6 か月児健診
［平成 21 年 12 月生まれ］
7 月 10 日（水）12:45 ～

育児サロン 清水行政局住民福祉室

7 月 3 日（水）「七夕」
8 月 7 日（水）「製作」

　いずれも 9:00 ～ 11:00 清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

7 月 23 日（火）9:30～11:00　清水保健センター
「水遊び」

実施時間

9:00

～

11:00

実施時間

9:00

～

11:00

検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

● 7 月 1 日（月） 8:00 ～／石垣公民館
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

● 7 月 7 日（日） 8:00 ～／きびドーム
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

● 7 月 22 日（月） 8:00 ～／金屋文化保健センター
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

● 7 月 28 日（日） 8:00 ～／城山西小学校体育館
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

7 月 2 日（火）清水保健センター
7 月 3 日（水）金屋文化保健センター
7 月 17 日（水）きび保健福祉センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
【20:00 ～ 21:00】7 月 11 日（木），7 月 25 日（木）

清水保健センター
【19:30 ～ 20:30】7 月 4 日（木），8 月 1 日（木）

清水会館
【14:00 ～ 15:00】7 月 18 日（木）
※７月はウエスト引きしめエクササイズ
　８月は骨盤調整ヨガ

■持参品／上履き、飲み物、タオル　■参加費／無料

栄養教室 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

【減塩メニューで高血圧を予防 !!】
7 月 12 日（金）10:00～13:00　金屋文化保健センター

■申込期間　7 月 5 日（金）まで

お身体大切に！
あなたの健康を支えている国民健康保険
医療費は年々増えています。その内、自己負担額を除いた分
の約 3 割は国保税で、残りの国県町負担となる 7 割も元を正
せば私たちの税でまかなわれています。医療保険制度を守り、
税負担を少なく…。私たちのちょっとした心がけで、その上
昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
１．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回

受診などは、なるべく避けましょう）
２．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
３．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
４．健康診断を受けましょう
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この財政事情は、条例に基づき町民の皆さんに現況をお知らせし、町財
政の実態についてご理解をいただくため平成24年度の各会計の予算額、
ならびに平成25年3月31日現在の執行済額についての状況を公表します。

24 年度における主な事業として、昨年度に続き吉備中学校建築、消防庁舎建設等の普通建設事業が計上され、前
年度予算と比較して3億 6,905 万円の増額となりました。
主な要因は、総務費で平成 23年度の金屋庁舎建設事業等の普通建設事業が減少しましたが、農林水産業費の農

村総合整備事業や育成林整備事業等、教育費の吉備中学校建築事業によるものです。
また、諸支出金も基金積立により増加となりました。

◇平成 24年度一般会計の特徴◇
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平成25年3月末での町全体の基金残
高 は83億5,920万円となり、前年度末
より7億6,779万3千円の増となりました。
経済事情の著しい変動等により財源

が著しく不足する場合や、緊急に実施す
ることが必要となった大規模な土木その
他の建設事業の経費その他必要やむを
得ない理由により生じた経費の財源に充
てるための財政調整基金については 6
億 684 万 8千円の増となりました。
また、地方債残高については 344 億
7,559 万 1千円で、前年度末より27億
6,494 万円の増となりました。一般会計
および公共下水道特別会計が増加し、一
般会計では主に合併特例債が 13 億
2,452 万円の増となりました。

◇基金と借入金（地方債）の状況◇
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎～ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
～

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

最
近
町
内
で
不

法
投
棄
が
さ
れ
て

い
る
と
の
連
絡
を

受
け
ま
す
。

不
法
投
棄
は

「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
罰

則
と
し
て
、
5
年

以
下
の
懲
役
若
し
く
は
1
千
万
円
以
下

（
法
人
の
場
合
は
3
億
円
以
下
）
の
罰
金

ま
た
は
併
科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

夏
の
電
力
需
給

見
通
し
に
つ
い
て

関
西
電
力
管
内
の
電
力
受
給
見
通
し
で

は
、
皆
様
に
無
理
の
な
い
節
電
に
協
力
を

頂
け
れ
ば
安
定
供
給
を
出
来
る
見
通
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
気
温
の
急
上
昇
に
よ

る
電
力
需
要
の
急
増
や
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル

等
、
不
足
の
事
態
に
よ
り
電
力
供
給
が
逼
迫

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
夏

も
無
理
の
な
い
範
囲
で
引
き
続
き
節
電
・
省

エ
ネ
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
物

は
専
門
業
者
か
中
間
処
理
業
者
に
処
理
を

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
該
当
品（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾

燥
機
）
●
農
業
用
資
材
（
マ
ル
チ
シ
ー
ト

や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
資
材
、
肥
袋
、
農

薬
の
ビ
ン
や
袋
、薬
散
ホ
ー
ス
、防
風
ネ
ッ

ト
、
田
の
波
板
な
ど
）
●
産
業
廃
棄
物
●

建
築
用
廃
材
●
自
動
車
、
単
車
の
本
体
及

び
部
品
●
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
品（
塩
ビ
管
、

ト
ユ
な
ど
）
●
ワ
イ
ヤ
ー
及
び
ロ
ー
プ
●

網
類　

等

盆
前
に
お
け
る

し
尿
収
集
に
つ
い
て

盆
前
に
は
し
尿
の
汲
み
取
り
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
盆
ま
で
に
し
尿
の
汲
み
取
り

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、17
日（
水
）ま
で
に
、

左
記
の
し
尿
収
集
業
者
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
7
月
17
日（
水
）
を
過
ぎ
る
と
盆
ま
で

に
汲
み
取
り
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

※
盆
の
収
集
業
務
は
、
8
月
13
日（
火
）

～
8
月
18
日（
日
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

■
吉
備
・
金
屋
地
区

上
田
衛
生　

☎
5
2
―
4
5
8
2

武
田
清
掃　

☎
3
2
―
2
3
9
1

■
清
水
地
区

武
田
清
掃　

☎
3
2
―
2
3
9
1

環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
処
理

で
き
な
い
物
に
つ
い
て

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
も
の

は
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
決

し
て
町
が
収
集
す
る
ご
み
と
し
て
出
さ
な

環境センターが処理出来ず
に町が引き取った物
・マルチシート（右上）
・農業用ホース（右下）
・網（左上）
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現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
7
月
31
日
で
期

限
が
切
れ
ま
す
。
8
月
以
降
の
新
し
い
受
給
者
証

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の

う
え
、
更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
事
前
に
案
内
と

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

①
申
請
書
…
必
要
事
項
の
記
入
・
押
印
を
忘
れ
ず

に
お
願
い
し
ま
す

②
加
入
し
て
い
る
保
険
証
…
対
象
と
な
る
方
全
員

分
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

③
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証

有
効
期
限
が
7
月
31
日
に
な
っ
て
い
る
、
左
記

の
認
定
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
更
新
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
認
印
と
保
険
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
7
月

25
日
以
降
に
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

所
得
の
変
動
や
、
世
帯
構
成
の
変
更
等
で
7
月

ま
で
該
当
し
て
い
て
も
8
月
以
降
該
当
し
な
い
場
合

や
、
現
在
該
当
し
て
い
な
く
て
も
8
月
以
降
該
当
に

な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
わ
か
ら
な
い
点
は

上
記
の
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○『
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
』
…
70

歳
未
満
で
町
県
民
税
課
税
世
帯
の
方

○『
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
』
…
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
75

歳
未
満
の
方

○
『
国
民
健
康
保
険
高
齢
者
受
給
者
証
』
の

更
新
に
つ
い
て

70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
一
定

の
障
害
を
お
持
ち
で
、
す
で
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
）
の
み
な
さ

ま
に
は
、国
民
健
康
保
険
か
ら
『
高
齢
受
給
者
証
』

を
交
付
し
て
お
り
、医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
は
、

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
1
割
も
し
く
は
3
割

の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
8
月
1
日
に
新

年
度
所
得
（
今
年
度
は
平
成
24
年
中
の
所
得
）
で

再
判
定
し
更
新
す
る
た
め
現
在
お
持
ち
の
受
給
者

証
の
期
限
は
7
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
受
給
者
証
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
8
月
か
ら
は
必
ず
新
し
い
受
給
者
証
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

満
67
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、
収
入
や
資
産

の
保
有
状
況
等
の
受
給
要
件
（
次
の
①
～
⑤
の
全

て
）を
満
た
す
方
を
対
象
に
し
た
医
療
制
度
で
す
。

所
得
が
毎
年
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
更
新
申

請
が
必
要
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
事
前
に
案
内
と
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
保
険
証
と
認
印
を
ご
持
参
の

う
え
、
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
手
続
き

が
遅
れ
た
場
合
は
、
資
格
の
適
用
が
遅
れ
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

『
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
受
給
者
証
』

「
重
度
心
身
障
害
児（
者
）医
療
費
受
給
者
証
」

の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

各
種
医
療
認
定
証
の

更
新
申
請
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

『
老
人
医
療
受
給
者
証
』
の

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

各種受給者証・認定証の有効期限は、7 月 31 日です。
更新申請が必要ですので、お忘れなく！

【
受
給
要
件
】

①
世
帯
全
員
の
町
県
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
収
入
の
合
計
が
次
の
基
準
以

下
で
あ
る
こ
と
。（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

等
あ
ら
ゆ
る
収
入
を
含
む
）

1
人
→
1
0
0
万
円

2
人
→
1
4
0
万
円

3
人
→
1
8
0
万
円
（
以
下
1
人
増
え

る
ご
と
に
40
万
円
加
算
）

③
預
貯
金
・
国
債
・
株
式
等
が
3
5
0
万
円

×
世
帯
人
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
現
在
お
住
ま
い
の
土
地
・
家
屋
以
外
の
活

用
で
き
る
資
産
（
田
畑
山
林
等
直
ち
に
処

分
が
難
し
い
も
の
は
除
く
）
を
有
し
て
い

な
い
こ
と
。

⑤
世
帯
以
外
の
方
の
扶
養
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
。

住 民 課 か ら の お 知 ら せ

■お問い合わせ　吉備庁舎住民課　保険年金班　☎ 52 － 2111

【
ご
注
意
】

今
回
も
1
割
負
担
の
方
の
受
給
者
証
の

「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
の
表
示
は
『
2

割
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
は
1
割
）』

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年
3
月
31

日
ま
で
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
実
際
に
請

求
さ
れ
る
の
は
1
割
で
す
。
こ
れ
は
、
医

療
費
の
8
割
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担

し
、
残
り
の
2
割
の
内
1
割
を
暫
定
的
に

国
が
補
助
し
て
く
れ
る
た
め
こ
の
よ
う
な

表
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ ど も 教 育

体力向上にむけての取組！

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

八幡小学校

鳥屋城小学校

城山西小学校

石垣中学校

運動朝礼では、子ども達は自主的に並ん
で準備をしています。「よーい、スタート！」
の先生の元気良い号令とともに、一生懸命
50mを駈けぬけていきます。
先生や子ども達が大きな声援を送る大

変いい光景です。

生徒会主催で、新入生歓迎の校内球技
大会が行われました。これは、生徒が主
体的に活動してクラスのまとまりを高める
ことが目的です。入学したばかりの1年生
も、上級生が見守る中、楽しく球技に取り
組むことができました。

新体力テスト種目の1つに立ち幅跳びが
あります。幅跳びは、フラフープを置くと
着地場所が分かり、目標を持ちやすくなり
ます。その目標も個々それぞれで、ゲーム
感覚で楽しく脚力を鍛えることができます。

かわいい1年生の体育の授業です。
自分の選んだ鉄棒の技を、一生懸命練
習しています。「先生できたよ！」「友達に
見てもらったよ！」楽しい声が飛び交う中、
時間の許すかぎり、鉄棒から離れることな
くがんばりました。

14



図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○き び 会 館 図 書 室　☎ 52 ─ 5859（代）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

「余命 1 年のスタリオン」 石田衣良著

「第四権力」 高杉良著

「南無ロックンロール二十一部経」 古川日出男著

「シスターズ・ブラザーズ」
 パトリック・デウィット著

「青玉は光り輝く」 ケルスティン・ギア著

「ゾーンにて」 田口ランディ著

「クローズアップ」 今野敏著

「調律師」 熊谷達也著

　くらし　

「いちばんよくわかるはじめて縫って、
着るゆかたとじんべい」 日本ヴォーグ社

「花も実もあるよくばり！緑のカーテン」
 サカタのタネ

「女性や初心者でもできる家具とインテリアの
ペイント BOOK」 ターナー色彩株式会社監修

　健　康　

「うつ病の人の職場復帰を成功させる本」
 秋山剛著

「認知症ケアやさしい住まい・暮らしの工夫」
 大島千帆著

「ひざ痛を治す」 宗田大著

「スーパー図解女性の頻尿・尿失禁」 高橋悟著

　子育て　

「「ほめ方」「しかり方」「しつけ方」に
悩んだら読む本」 佐々木正美著

「手づくりで、かわいい子どものキモノ」
 福永紀美子著

「水あそびプールあそび大図鑑」
 あそび編集委員会編

7 月の本棚
～オリンピック開催！ロンドンとイギリス特集～

「旧暦で楽しむ着物スタイル」 さとうめぐみ著

「大人のゆたか入門」 森荷葉著

「安田多賀子のゆたか塾」 安田多賀子著

「大人が始める普段の着物」 主婦と生活社

「知識ゼロからの着物と遊ぶ」 石橋富士子著

児 童 書
「からすのてんぷらやさん」 かこさとし作

「からすのそばやさん」 かこさとし作

「カエルのおでかけ」 高畠那生作

「算数の天才なのに計算ができない男の
子のはなし」 マイク・ゴードン作

「おいしいよ！はじめてつくるかんこく
りょうり」 ペヨンヒ作

「はりねずみのルーチカ」 かんのゆうこ作

「お人形さんに来たネコ」
 ヨナ・ゼルディス・マクドーノ作

絵本原画展
「ちいさな駅美術館 ～ P

ポンテ
onte d

デル
el S

ソーニョ
ogno ～」

●渡辺あきお　心のメッセージ展　7月 7日（日）まで
●渡辺有一展　7月 9日（火）～ 8月 4日（日）

7月の移動図書館
◇ 2 日（火）城山西小13:00～13:40
◇ 3 日（水）安 諦 小13:00～13:30　→  久野原小14:15～14:30
◇ 5 日（金）西ヶ峯小15:40～16:00　◇ 10 日（水）石 垣 小13:00～13:20
◇ 11 日（木）五西月小12:40～13:15　◇ 12 日（金）粟 生 小13:15～13:45
◇ 13 日（土）きび会館13:30～14:30　◇ 17 日（水）田 殿 小13:00～13:30
◇ 18 日（木）楠 本 小14:45～15:30　◇ 19 日（金）西ヶ峯小15:40～16:00
◇ 26 日（金）粟 生 小10:25～10:45　◇ 27 日（土）きび会館13:30～14:30 7月のおはなしマラソン

3～9歳児対象のおはなし会
◎ちいさな駅美術館／ 6 日（土）10:00 ～
◎金 屋 図 書 館／13 日（土）10:00 ～
◎清水 C.C 図書室／20 日（土）10:00 ～
◎ふれあいの丘スポーツパーク／27 日（土）10:00 ～

おひざで抱っこのおはなし会
（わらべうた教室）　0～2歳児対象
◎金屋図書館／11 日（木）10:00 ～

ブックランド　　　※要申込
◎金屋図書館／ 20 日（土）
13:00 ～・15:00 ～

映画「じんじん」上映会…　大人は子どもたちに何を残せるか…。
ご存知でしょうか？有田川町は絵本でまちづくりに取り組ん

でいます。人と人との心をつなぎ、「絵本」を通じて未来につな
ぐ子どもたちのための町づくりを有田川町は目指しています。

この映画「じんじん」は同じように取組み、《絵本の心》が
見事に住民の心に定着した北海道の人口わずか 3,500 人余
りの町、剣淵町が舞台となった作品です。

心のふるさとは絵本の中に…。絵本を真ん中に置き、親と

子が読み聞かせをする、共有した時間こそが大切であり、親
と子が共に育つというメッセージがそこにあります。今、一
番必要なものは…。
「じんじん」は有田川町の町づくりにやさしく問いかけます。

上映日時及び会場
7 月 14 日（日）金屋文化保健センター　10：00 ～・13：30 ～
7 月 15 日（祝・月）清水文化センター　13：30 ～

平成 25年 ７月14日 (日 )　　　　金屋文化保健センター
平成 25年 ７月15日 (祝・月)　清水文化センター

①10 ： 00 ～　　②13 ： 30 ～

前売券 /一般　1,000 円 (当日 1,500 円）　　小中高生　　　 　　800 円

企画・主演：大地康雄佐藤Ｂ作　中井貴恵　村田雄浩小宮考泰　中田喜子　小松美咲井上正大　絵沢萠子　若村麻由美板尾創路　手塚理美　監督：山田大樹

　①13 ： 30 ～

主催 ： 絵本まちづくり会議　　後援 ： 有田川町 ・ 有田川町教育委員会

お問い合わせ ： 有田川町地域交流センター　　ＴＥＬ　0737-52-4730

入場料

販売場所

大人は子どもたちに何を残せるか…

大人は子どもたちに何を残せるか…ご存知でしょうか？有田川町は絵本まちづくりに取り組んでいます。人と人との心をつなぎ、「絵本」を通じて未来につなぐ子どもたちのための町づくりを有田川町は目指しています。

この映画「じんじん」は同じように取り組み≪絵本の心≫が
見事に住民の心に定着した北海道の人口わずか 3,500 人余り
の町、剣淵町が舞台となった作品です。心のふるさとは絵本の中に…。絵本を真中に置き、親と子が読み聞かせをする、共有した時間
こそが大切であり、親と子が共に育つというメッセージがそこ
にあります。今、一番必要なものは…。「じんじん」は有田川町の町づくりにやさしく問いかけます。

映画『じんじん』有田川町上映会

※開場は上映の 30 分前になります。

※開場は上映の 30 分前になります。
・ 交流センター ALEC・ 金屋図書館  清水図書室・ 藤並駅 2Ｆ　ちいさな駅美術館

新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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熱
中
症
は
、
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
高

温
や
多
湿
な
ど
の
環
境
下
で
起
こ
る
身
体

の
機
能
障
害
や
体
温
調
節
機
能
障
害
に
よ

る
様
々
な
症
状
で
す
。
作
業
中
や
運
動
中

に
起
こ
り
や
す
く
、
幼
児
や
高
齢
者
は
高

温
環
境
下
に
い
る
だ
け
で
起
こ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
熱
中
症
は
、
症
状
に
よ
り
次

の
よ
う
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

■
Ⅰ
度
（
現
場
で
の
応
急
手
当
で
対
応
で

き
る
軽
症
）

め
ま
い
、
数
秒
間
程
度
の
失
神
。
手
足

や
腹
筋
な
ど
に
痛
み
を
伴
っ
た
痙
攣
（
こ

む
ら
が
え
り
）。
大
量
の
発
汗
。

■
Ⅱ
度
（
病
院
へ
の
搬
送
を
必
要
と
す
る

中
等
症
）

頭
痛
、
気
分
の
不
快
、
脱
力
感
、
倦
怠

感
、
吐
き
気
、
嘔
吐
。

■
Ⅲ
度
（
入
院
し
て
集
中
治
療
の
必
要
性

が
あ
る
重
症
）

興
奮
や
昏
睡
な
ど
の
意
識
障
害
、
全
身

の
痙
攣
、手
足
の
運
動
障
害
、高
体
温
（
体

に
触
る
と
熱
い
）。

※
こ
の
状
態
で
は
、
極
め
て
緊
急
の
対
応

が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た
ら
、
す
ぐ

に
木
陰
、ク
ー
ラ
ー
の
効
い
て
い
る
所
な
ど
、

涼
し
い
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
き
、
安
静
を
保

ち
な
が
ら
衣
服
を
緩
め
た
り
必
要
に
よ
っ

て
は
脱
が
せ
ま
す
。
意
識
が
あ
り
、
嘔
吐

な
ど
が
な
け
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

を
飲
ま
せ
水
分
を
摂
ら
せ
ま
す
。
体
温
が

高
い
と
き
に
は
、
全
身
を
水
で
濡
ら
し
た

り
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な
ど
で
冷
却
を
し
ま
す
。

（
氷
等
で
急
激
に
冷
却
す
る
と
体
温
が
下
が

り
す
ぎ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
な
る
べ
く
暑

い
場
所
を
避
け
、
服
装
や
室
内
の
風
と
お

し
を
工
夫
し
、
暑

さ
に
備
え
た
体
づ

く
り
や
こ
ま
め
に

水
分
を
補
給
す
る

な
ど
日
常
生
活
に

お
け
る
予
防
が
と

て
も
重
要
で
す
。

夏
だ
！
水
難
事
故
を
防
ご
う

梅
雨
が
明
け

本
格
的
な
夏
の

暑
さ
が
や
っ
て

く
る
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
、海
・

河
川
・
プ
ー
ル

な
ど
で
、
水
に

よ
る
事
故
が
発

生
す
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
て
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

水
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
小
さ
い
子
供
か
ら
は
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
し
、
遊
泳
中
や
水
遊
び
中
は
大
人

が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
。

・
気
象
状
況
に
注
意
を
払
い
、
天
候
の
変

化
に
応
じ
遊
泳
や
川
岸
等
で
の
キ
ャ
ン

プ
を
中
止
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
後
や
体
調
が
優
れ
れ
な
い
と
き

は
、
遊
泳
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

夏
の
楽
し

い
遊
び
の
ひ

と
つ
と
し
て
、

お
も
ち
ゃ
花

火
が
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
お
も
ち
ゃ
」
と

い
っ
て
も
原
料
は
火
薬
で
あ
り

危
険
が
伴
い
ま
す
。
花
火
に
よ

る
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、「
使

用
上
の
説
明
書
」
を
よ
く
読
ん

で
正
し
く
取
り
扱
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、花
火
で
遊
ぶ
時
は
、

必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
、
風
の
強
い
と
き
に
は
遊

ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
た
き
火
の
不
始
末
が

原
因
で
火
災
が
数
件
発
生
し
て

い
ま
す
。
特
に
河
川
や
田
畑
で

の
た
き
火
は
気
象
の
状
況
に
よ

り
非
常
に
危
険
で
す
。「
防
火
の

詩
～
つ
け
た
手
が　

消
す
ま
で

責
任　

火
の
始
末
」
を
合
言
葉

に
、
火
災
の
な
い
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
6
件

　

救　
　

急
…
…
…
5
2
6
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
4
件

（
平
成
25
年
5
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
等（
累
計
）

熱
中
症

花
火
の
事
故
、

気
を
つ
け
て
！

た
き
火
の
不
始
末
、

注
意
！

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」
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人
権
だ
よ
り

　91

4
月
22
日
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

A
L
E
C
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
人

権
機
関
有
田
川
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

今
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
は
「
仲
間
」
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

仲
間
と
い
う
言

葉
に
は
い
ろ
い
ろ

な
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
仲
間
の
お
か

げ
で
」「
仲
間
を
通

し
て
」
人
間
の
本

当
の
す
ば
ら
し
さ

や
み
ん
な
と
違
っ

て
い
て
も
構
わ
な

い
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
友
達
を
か
け
が

え
の
な
い
も
の
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
困
っ
て
い
る
人
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
け
な
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、

ま
さ
に
人
権
感
覚
そ
の
も
の
で
す
。

仲
間
は
、
自
分
を
受
け
入
れ
、
安
心
感

を
持
た
せ
て
く
れ
、
励
ま
し
て
く
れ
、
自

己
の
存
在
意
義
を
感
じ
る
存
在
で
す
。

「
仲
間
づ
く
り
」
と
は
、
お
互
い
の
考

え
方
や
気
持
ち
を
伝
え
あ
い
、
理
解
し
あ

え
る
中
で
信
頼
を
深
め
、
互
い
に
支
え
合

い
、
差
別
や
偏
見
を
許
さ
ず
な
く
し
て
い

こ
う
と
す
る
集
団
作
り
を
す
る
こ
と
で

す
。人

権
感
覚
に
つ
い
て
は
「
人
権
教
育
の

指
導
方
法
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。」（
文

部
科
学
省
）
で
、「
自
分
の
大
切
さ
と
と

も
に
他
の
人
の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
」

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修 

定
期
総
会
の
後
、
岩
崎
順
子
さ
ん
（
愛

知
医
大
講
師
）
を
講
師
に
招
き
「
心
か
ら

心
へ
～
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
孫
に
見
せ
て
く

れ
た
も
の
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た

 

人
権
啓
発
標
語
募
集 

■
応
募
対
象

有
田
川
町
に
在
住
、
も
し
く
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

■
内
容

「
仲
間
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語

■
応
募
方
法

作
品
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

学
校
名
学
年
（
学
生
の
場
合
）・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
載
し
、
左
記
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
一
人
一
作
品
で
す
。

■
応
募
先

〒
６
４
３

−

０
１
５
３

有
田
川
町
中
井
原
1
3
6
番
地
2

有
田
川
町
教
育
委
員
会
教
育
部

社
会
教
育
課
内

人
権
機
関
有
田
川
事
務
局

T
E
L　

５
２
―
２
１
１
１

F
A
X　

３
２
―
４
８
２
７

※
応
募
は
F
A
X
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
応
募
期
間
／
7
月
8
日（
月
）
～

9
月
2
日（
月
）

■
賞
／
一
般
の
部（
高
校
生
含
む
）・
中
学

生
の
部
・
小
学
生
の
部
の
三
部
門
で
若

干
数
選
考
し
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

■
展
示
／
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
広
報

誌
掲
載
、
文
化
祭
な
ど
で
の
展
示
、
人

権
標
語
作
品
集
の
作
成
な
ど
啓
発
に
広

く
活
用
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
作
品
の
版
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
、
主
催
者
が
応
募
者
の
承
諾

を
得
ず
、
啓
発
用
教
材
な
ど
に
使
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
応
募
作
品
は
原

則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

 

お
知
ら
せ 

7
月
17
日
、
人
権
特
設
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

■
場
所

金
屋
地
区　

金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

■
時
間

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

 

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

※
電
話
は
、
最
寄
り
の
法
務
局
・
地
方
法

務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
一
部
の
I
P
電
話
等
か
ら
は

ご
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
時
間

平
日　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
ま
で
の
間

■
相
談
内
容

人
権
に
関
わ
る
問
題
（
差
別
・
暴
行
・

虐
待
・
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
い
じ
め
・

体
罰
・
名
誉
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等
）

■
そ
の
他

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
重
点
テ
ー
マ「
仲
間
」に
決
定
！

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
　

金
屋
庁
舎　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
民間事業所による
見守りについて

☎
３２－５１０２
２５－１２６９
（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と
清水の２カ所で、介護予防等の相
談に応じています。
最寄の事業所にご連絡ください。

いきいき脳の健康教室

ぴありんくる

■日時　7月25日（木）
　　　　13：30〜 15：30頃
■場所　金屋文化保健センター
■内容　福神漬けなどの漬け物を作ります

■日時　7月16日（火）
　　　　10：30〜 12：00頃
■場所　金屋文化保健センター

認知症予防のための楽しい会です。

介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽に参加してください。

広がった地域の支え合いの輪 !!
高齢者等の見守り活動が強化されました
～ひとり暮らし高齢者等を民間事業者が　
　「声かけ」「気づき」により見守ります～

高齢者の方々が、住み慣れた地域で、安全・安心に暮らしていくためには、隣近所同士の方々
をはじめ、地域全体でお互いに心がけて頂くことが大切です。
日頃は、地域の皆さんやボランティアの方々、民生委員さんに見守り活動をお願いしていま
すが、このたび、新聞・郵便・電気・農協・乳飲料販売業等、一般家庭に出入りする機会の多
い事業者と、県が高齢者等の見守り協定を締結しました。
有田川町でも、ありだ農業協同組合・町内郵便局・町内新聞販売店・和歌山ヤクルト販売・
関西電力が、それぞれの日常の業務や生活の中で、「声かけ」や「さりげない見守り」に協力し
て下さることになりました。6月 6日町長室において、ありだ農業協同組合、有田川町内郵便局、
新聞販売協会紀南支部有田川町販売店、ヤクルト販売有田川センター、関西電力和歌山営業所が、
高齢者の見守りについて協力することを申し合わせました。
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まちのデータ
（平成 25 年 6 月 1 日現在）

人口 27,617 人

男 13,035 人

女 14,582 人

10,227 世帯

交通事故発生件数
（５月中、物損、高速含む）

有田川町 57 件
死者 0人　負傷 8人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52－5730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

7
月
の
行
政
相
談

●
7
月
18
日（
木
）

・
二
川
住
民
セ
ン
タ
ー
9
時
～
11
時
30
分

・
粟
生
区
集
会
所　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
清
水
行
政
局
総
務
政
策

室身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員

左
記
の
方
々
が
有
田
川
町
か
ら
身
体
障

害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相
談
員
に
委

嘱
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
の
っ
て
く

れ
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
省
略
）

・
藪
田　

重
信
（
や
ぶ
た
し
げ
の
ぶ
）

東
丹
生
図
2
1
8

☎
５
２
―
4
7
9
6
（
F
A
X
兼
）

・
加
登　

淳
子
（
か
と
う
じ
ゅ
ん
こ
）

　

下
津
野
8
8
7
―
2

☎
５
２
―
5
6
3
4

☎
５
２
―
7
0
3
7
（
F
A
X
）

・
伊
澤　

誠
吾
（
い
ざ
わ
せ
い
ご
）

　

清
水
2
9
4
―
2

☎
０
８
０
―
6
1
0
4
―
1
8
7
9

・
中
尾　

比
佐
子
（
な
か
お
ひ
さ
こ
）

　

中
井
原
３
３
―
6

　

☎
３
２
―
3
7
8
6

・
斯
波　

光
弘
（
し
ば
み
つ
ひ
ろ
）

有
原
2
9
4

☎
３
４
―
2
0
9
5
（
F
A
X
兼
）

・
福
本　

り
よ
（
ふ
く
も
と
り
よ
）

久
野
原
4
5
0

☎
２
５
―
0
6
5
2

・
小
田　

秋
夫
（
こ
だ
あ
き
お
）

境
川
3
1
6

☎
２
３
―
0
8
1
0

■
知
的
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
省
略
）

・
榎
本　

幸
雄
（
え
の
も
と
ゆ
き
お
）

小
川
5
1
5

☎
３
２
―
2
5
9
8

・
山
﨑　

貞
子
（
や
ま
さ
き
さ
だ
こ
）

水
尻
1
1
8
7
―
1

☎
５
２
―
3
7
2
3

　

５
２
―
4
4
0
4
（
F
A
X
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

助 

成

◆
◆
◆

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
に

つ
い
て

有
田
川
町
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
軽
度
・
中
度
難
聴

児
（
18
歳
未
満
）
の
言
語
の
習
得
．
教
育

等
に
お
け
る
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る
た

め
補
聴
器
の
購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。
詳

細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
障
害
程
度　

両
耳
と
も
に
30
デ
シ
ベ
ル

以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満

・
対
象
年
齢　

18
歳
未
満

・
助
成
額　

町
で
定
め
る
補
助
基
準
購
入

額
の
2
／
3

（
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て

は
全
額
補
助
）

・
所
得
制
限　

有
り
（
市
町
村
民
税
所
得

割
課
税
額
46
万
円
以
上
）

・
必
要
書
類　

指
定
医
に
よ
る
意
見
書

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

納 

付

◆
◆
◆

7
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
普
通

徴
収
（
納
付
書
に
よ
る
納
付
）

が
始
ま
り
ま
す

●
第
一
期
の
納
付
は
7
月
31
日（
水
）ま
で

介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収
は
、
7
月
か

ら
2
月
ま
で
の
8
期
分
で
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
金
融
機
関
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

7
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は

23
日（
火
）
で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
様

は
預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
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保
険
証

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
の
色

が
「
み
ず
色
」
か
ら
「
う
す
い
オ
レ
ン
ジ

色
」
に
変
わ
り
ま
す

平
成
25
年
7
月
31
日
の
有
効
期
限
満
了

に
伴
い
、
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
を
更

新
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
『
う

す
い
オ
レ
ン
ジ
色
』
で
す
。
7
月
中
旬
頃

か
ら
順
次
、
簡
易
書
留
郵
便
に
て
郵
送
す

る
予
定
で
す
。
今
回
お
届
け
す
る
『
う
す

い
オ
レ
ン
ジ
色
』
の
保
険
証
は
、
7
月
1

日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
元

に
届
き
次
第
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ま

で
は
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
「
み
ず
色
」

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。「
み
ず
色
」
の
保

険
証
は
平
成
25
年
8
月
1
日
以
降
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

●
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
「
み
ず
色
」
に

つ
い
て

新
し
い
保
険
証『
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
』

が
お
手
元
に
届
き
次
第
、「
み
ず
色
」
の

保
険
証
は
、
役
場
各
庁
舎
に
お
越
し
の
際

に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で
細
か

く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、
住
所
・
氏
名
な

ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
十
分
ご
注

意
の
上
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
に
よ

り
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
（
住
民
税
の
課
税
所
得

が
１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
の
い

○
カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！

■
日
程
／
7
月
20
日（
土
）・
27
日（
土
）・

8
月
3
日（
土
）
計
3
回
を
予
定

※
日
程
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所
／
長
谷
川
プ
ー
ル
・
き
び
会
館
周

辺
の
有
田
川

■
保
険
料
／
５
０
０
円

■
対
象
／
小
学
4
・
5
・
6
年
生

■
募
集
定
員
／
20
名
程
度

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
大
人
の
カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！

初
心
者
大
歓
迎
、
お
手
軽
カ
ヌ
ー
体
験

■
日
程
／
7
月
20
日（
土
）午
後
2
時
よ
り

■
場
所
／
花
の
里
公
園
付
近
有
田
川
（
集

合
は
花
の
里
公
園
）

■
参
加
費
／
5
0
0
円

■
募
集
定
員
／
10
名
程
度

■
参
加
資
格
／
18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
町

内
在
住
・
在
勤
の
方

■
ご
希
望
の
方
は
℡
ま
た
は
E
メ
ー
ル

に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

㈹
５
２

−

2
1
1
1

kaw
aguchi.y@

tow
n.aridagaw

a.lg.jp

る
世
帯
の
方
は
、
一
部
負
担
金
の
割
合

が
3
割
と
な
り
ま
す
）。

【
例
】今

ま
で
1
割
だ
っ
た
方
が
3
割
負
担
に

変
更
と
な
る
場
合
、「
3
割
（
7
月
31
日

ま
で
は
1
割
）」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課

  

児
童
手
当

◆
◆
◆

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

児
童
手
当
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
の
所
得
状
況
と
、
6
月

1
日
現
在
の
児
童
養
育
状
況
な
ど
を
把
握

し
、
今
年
度
も
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
6
月
期
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
現
況
届
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
記
載
事
項
、
添
付
書
類
な
ど
を
ご
確

認
の
う
え
、
早
急
に
ご
提
出
下
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
5

月
下
旬
頃
に
郵
送
で
通
知
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

募 

集

◆
◆
◆

ぼ
く
ら
の
ま
ち
の
有
田
川
で

カ
ヌ
ー
を
し
よ
う
！

 プール開放について 
●有田川町営プール及び学校プール（清水行政局管内）

プール名 町内小中学生 一般者
期間 時間 期間 時間

粟生プール

7/1

～

9/10

13:00

～

15:00

7/25

～

8/31

15:00

～

16:00

二川プール

楠本プール

清水プール

安諦小学校
プール

※沼プール、境川プール、下湯川プールは閉鎖しており
ますので、お近くの町営プールをご利用ください。な
お、これら 3 つのプールは水質管理をしていませんの
で、絶対に入らないでください。

●長谷川プール一般開放（☎ 32 － 2027）
　開　放　期　間………… 7/6（土）〜9/1（日）
　利　用　時　間………… 12：00〜 16：00

※小学生以下の者が使用するときは、必ず一般成人であ
る責任者が同伴すること。中学生にあっては、1 人で
は使用しないこと。

※悪天候の場合、開放を中止することがあります。
※電話は開放期間中のみの対応となります。
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⑦
高
等
工
科
学
校
生
徒
［
中
卒
（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
男
子
］

■
自
衛
隊
説
明
会
会
場
・
日
程

○
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
―
２

7
月
21
日（
日
）

○
有
田
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

A
L
E
C　

7
月
13
日（
土
）

○
湯
浅
町
中
央
公
民
館 

湯
浅
町
湯
浅

2
8
3
8
―
1　

7
月
20
日（
土
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
～
15
時

■
対
象
者
／
15
歳
以
上
で
進
学
・
就
職
で

お
悩
み
の
方
（
中
学
生
の
方
は
、
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

■
説
明
時
間
／
一
人
当
た
り
15
～
30
分

※
入
場
無
料
。
日
程
以
外
の
平
日
は
、
自　

衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募
集

案
内
所
で
、
随
時
、
説
明
会
を
実
施

■
問
い
合
わ
せ
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
有
田
募
集
案
内
所

　

有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
―
2

☎
８
２
―
６
６
３
１

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
正
規

の
通
信
制
大
学
で
す
。
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
で
も
、

学
び
た
い
だ
け
学
べ
る
大
学
で
す
。
た
だ

お
や
こ
食
育
教
室
開
催

有
田
川
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
金
屋
支
部
）
で
は
、
食
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
、
親
子
で
楽
し
く
料
理
を
作

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
7
月
27
日（
土
） 

9
時
～
14
時

■
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階　

栄
養
指
導
実
習
室

■
対
象
／
有
田
川
町
内
に
お
住
ま
い
の
保
育

園
児
・
幼
稚
園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

■
募
集
定
員
／
30
名
程
度

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス

ク
・
タ
オ
ル

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
締
切
日
加
／
7
月
19
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
種
目
［
対
象
者
］

①
自
衛
官
候
補
生［
18
歳
以
上
27
歳
未
満
］

②
一
般
曹
候
補
生［
18
歳
以
上
27
歳
未
満
］

③
航
空
学
生［
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
］

④
防
衛
大
学
校
学
生
［
高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
］

⑤
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
［
高
卒

（
見
込
含
）
21
歳
未
満
］

⑥
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
［
高

卒
（
見
込
含
）　

21
歳
未
満
］

い
ま
平
成
25
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
資

料
の
お
取
り
寄
せ
は
無
料
で
す
。

■
出
願
期
間
／
6
月
15
日
～
8
月
31
日

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
は
6
月
1
日

～
8
月
31
日
）

■
問
い
合
わ
せ
／
放
送
大
学
和
歌
山
学
習

セ
ン
タ
ー　

〒
6
4
1
―
0
0
5
1

和
歌
山
市
西
高
松
1
丁
目
7
―
２
０

E-m
ail

：w
akayam

a-sc@
ouj.ac.jp

   

国
民
年
金

◆
◆
◆

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
…

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

7
月
よ
り
平
成
25
年
度
分
（
7
月
～
翌

年
6
月
ま
で
）
の
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
方
に
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
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案 

内

◆
◆
◆

外
国
人
住
民
の
方
へ

住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正

7
月
8
日
か
ら

○
２
０
１
３
年
7
月
8
日
か
ら
、
外
国
人

住
民
の
方
に
つ
い
て
も
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ

ト
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

※
住
基
ネ
ッ
ト
は
、
住
民
の
方
々
の
利
便

性
の
向
上
と
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

行
政
の
合
理
化
に
資
す
る
た
め
、
居

住
関
係
を
公
証
す
る
住
民
基
本
台
帳
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
全
国
共
通
の
本

人
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
開
始
に
伴
い
、
外

国
人
住
民
の
方
の
住
民
票
に
住
民
票
コ
ー

ド
が
記
載
さ
れ
、
2
0
1
3
年
7
月
8

日
か
ら
、
そ
の
住
民
票
コ
ー
ド
を
ご
本
人

へ
通
知
し
ま
す
。

※
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
お

い
て
全
国
共
通
の
本
人
確
認
を
行
う
に

あ
た
っ
て
必
要
不
可
欠
な
、
無
作
為
の

11
桁
の
番
号
で
す
。

○
２
０
１
３
年
7
月
8
日
か
ら
、
外
国
人

住
民
の
方
も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
住
基
カ
ー
ド
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
優

れ
た
I
C
カ
ー
ド
で
、「
写
真
付
き
住

基
カ
ー
ド
」
は
公
的
な
証
明
書
と
し
て

も
使
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課

和
歌
山
大
学オー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

例
年
夏
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
、
和
歌

山
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
程
が

今
年
も
決
ま
り
ま
し
た
。
詳
細
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
は
決
ま
り
次
第
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
／
7
月
21
日（
日
）　

10
時
～
15
時

■
場
所
／
和
歌
山
大
学
栄
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

■
ア
ク
セ
ス
／
南
海
本
線
「
和
歌
山
大
学

駅
」
か
ら
バ
ス
4
分
、
ま
た
は
徒
歩
約

20
分
J
R
「
和
歌
山
駅
」
か
ら
和
歌

山
バ
ス
で
約
30
分

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
大
学　

入
試
課

☎
0
7
3
―
4
5
7
―
7
1
1
6

第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

○
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

7
月
は
、
法
務
省
の
主
催
で
全
国
的
に

取
り
組
む
強
調
月
間
で
す
。
み
ん
な
で
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
力
を

合
わ
せ
、
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
を
築
い

て
い
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
62
年
に
な
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
に
は
常
日
頃
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会

に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
徹
底

を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、

・
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
よ
う

・
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社

会
で
支
え
よ
う

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、「
地
域
社
会

の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
を

行
動
目
標
と
し
、
ま
た
、

・
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
協
力
の
拡
大

・
就
労
、
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
の
推
進
を
重
点
事

項
に
、
こ
の
期
間
に
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
積
極
的
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
田
川
町
社
明
運
動
実
施
委
員
長	

中
山
正
隆

有
田
保
護
司
会

有
田
川
町
更
生
保
護
女
性
会

「
み
ど
り
の
募
金
」へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

4
月
か
ら
、
町
内
各
ご
家
庭
や
職
場
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
「
み
ど
り
の
募
金
」

は
、
5
月
末
現
在
で
8
6
9
，
8
3
3

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
募
金
は
、

（
財
）
和
歌
山
県
緑
化
推
進
会
へ
送
金
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
や
学
校
な
ど
の
緑

化
活
動
等
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
産
業
課
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有
田
郡
3
町
で
運
営
し
て
い
る

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園
が
来

年
、
近
く
の
高
台
に
移
転
し
ま
す

国
湯
浅
町
栖
原
に
昭
和
48
年
に
開
園
し

た
な
ぎ
園
は
、
建
物
が
古
く
耐
震
性
に
も

不
安
が
あ
り
、
海
岸
に
も
近
く
津
波
の
心

配
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
入
所
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

の
方
々
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
安
全

な
場
所
へ
の
建
て
替
え
を
進
め
て
き
ま
し

た
。そ

し
て
湯
浅
町
吉
川
へ
の
高
台
に
移
転

が
決
ま
り
、本
年
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

新
し
く
建
設
さ
れ
る
な
ぎ
園
は
、
津
波

の
心
配
も
な
く
な
り
、
全
室
個
室
で
明
る

く
快
適
に
生
活
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

5
月
10
日
（
金
）
に
起
工
式
が
催
さ
れ
、

完
成
は
翌
年
3
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
有
田
郡
老
人
福
祉
施
設

事
務
組
合
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

☎
６
３
―
６
８
８
６

金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

ト
リ
プ
ル
Ｐ
講
演
会

○
日
時
：
7
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

○
場
所
：
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

2
階　

大
ホ
ー
ル

○
定
員
：
3
0
0
名
（
申
込
制
・
先
着
順
）

○
対
象
：
小
学
校
就
学
児
～
保
育
所
に
通

う
程
度
の
子
ど
も
の
保
護
者

○
参
加
費
：
無
料

○
一
時
保
育
：
10
名
程
度
（
申
込
制
・
先

着
順
）

 
ト
リ
プ
ル
P 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
発
さ
れ
、
世
界

中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
親
向
け
の
参
加
体

験
型
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

 

宝
く
じ

◆
◆
◆

☆
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
5
億
円
☆

☆
2
，0
0
0
万
サ
マ
ー
と
同
時
発
売
☆

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。
発
売
期
間
は
平
成
25
年
7
月
10

日（
水
）
か
ら
8
月
2
日（
金
）
ま
で
。

乳幼児を子育て中のみなさんへ

支援センターは、みなさんの子育てを応援します。
あそびのひろば（金）では、親子で七夕飾りを作ったり水
遊びを楽しんだりします。気軽に遊びに来てください！
そろそろ暑くなってきたのでお茶も持ってきてね。

「ぎゃーっ」や「大好き」をいっぱいあげよう！
赤ちゃんにこにこ、いい気持ち！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第2木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）
☎090-7966-1697　　52-5474［FAX兼用］

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

子育てワンポイントアドバイス

安全祈願
3町長による鋤入れ
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蘭
島
（
あ
ら
ぎ
島
）
を
中
心
と
し
た
文
化
的
景
観
は
、
眺
望
場

所
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
り
、
そ
の
景
観
は
一
定
の
距
離
を
持
っ

た
見
下
ろ
し
の
景
観
と
な
り
ま
す
。展
望
所
か
ら
眺
め
る
風
景
は
、

単
に
蘭
島
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
囲
や
背
後
に
は
山
林
や
河
川

を
は
じ
め
、
棚
田
や
水
路
、
集
落
や
民
家
、
さ
ら
に
は
水
力
発
電

施
設
や
バ
イ
パ
ス
道
な
ど
、
中
山
間
の
農
村
全
体
を
俯
瞰
す
る
よ

う
な
多
様
な
背
景
を
伴
っ
た
一
体
性
の
あ
る
景
観
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
景
観
に
は
、
度
重
な
る
自
然
災
害
と
向
き
合
い
、
何
千

年
に
も
わ
た
り
絶
え
間
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
人
々
の
営
み
が

生
み
出
し
た
各
時
代
の
要
素
が
調
和
し
た
姿
が
あ
り
ま
す
。

蘭
島
を
中
心
と
し
た
文
化
的
景
観
は
、
決
し
て
広
大
な
景
観
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
蘭
島
が
扇
状
の
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を
し
て
お

り
、
小
規
模
で
景
観
的
な
ま
と
ま
り
が
あ
る
た
め
、
農
村
景
観
の

全
体
を
一
望
し
て
感
じ
や
す
い
、
楽
し
み
や
す
い
環
境
を
有
し
て

い
る
こ
と
が
蘭
島
の
棚
田
景
観
の
最
大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。文

化
的
景
観
の
保
護
は
、
単
な
る
棚
田
の
姿
を
保
全
す
る
の
で

は
な
く
、
棚
田
と
人
々
の
生
活
が
結
び
つ
い
た
関
係
性
を
保
全
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
蘭
島
の
景
観
を
通
し
て
「
棚
田
や
文
化
的
景

観
を
保
全
す
る
意
味
」
を
多
く
の
人
々
に
問
い
直
し
、
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
、
そ
れ
が
可
能
な
環
境
を
有
す
る
蘭
島
の
文
化
的

景
観
を
保
全
す
る
意
義
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

文
化
的
景
観
を
保
全
す
る
意
義

『
あ
ら
ぎ
島
編
』
そ
の
22
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